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1.は じめ に
人 間 の一 日の言語行 動 の うち 「話す」 こ と、つ ま り会話 が伝達理解
の基 本的 な手段で あ るこ とは確 かで ある。 会話 とは、場面 が あっては
じめて発生す るものだ と考 え られ る。 その場 面 には様 々な要素が含 ま
れ て い る。 例 えば、 話 し手 と聞 き手 、両者 の関係 、 両者 の文 化 的背
景 、話題、態度 、表情 、非言語 的伝達手段 な どが考 え られ る。 そ して
異 な る文化 的背 景 を持 つ話者 の言葉 の中には、異 な る文化 の特徴 が出
て くる。
文化 には唯一 絶対 の定義 があ るわ けではない。文化 は、 日頃私た ち
が はっ き りと意識 してい るわけでは ない が、生活 のい ろい ろな場面で
人 々の行 動 の指針 とな り、 司令塔 の役割 を果 た していて、 それ を他者
との関わ りのなかで実行 に移す ときに関わって くるのが コ ミュニケー
シ ョンで あ る(久 米2005)。 す なわ ち、 当然 、 コ ミュニケー シ ョン
と文化 は互い に深 く関係 して いて、相手 の話 し方 ・理解 の仕方 のルー
ル を理解 す るには、 まず相手 の文化 的行動体 系を知 ることが求 め られ
る。
青木(1999:40)は 「異文化 コミュニケー シ ョン」 が、メ ッセー ジの
送 り手 と受 け手 がそれ ぞれ異 なる文化 に属 してい る場 合の コ ミュニケ
ーシ ョンで ある と説明 してい る。 現象 として の異 文化 コミュニケーシ
ョンは古 くか らあった が、異文化 コミュニ ケー シ ョン研 究 はまだ比較
的新 しい とい え るだ ろ う。 異文化 コミュニケー シ ョン研 究 はアメ リカ
で生まれ て、 日本 には1960年 代以 降、ホール(1959)の 『沈黙 の こと
ば』 をは じめ、アメ リカの異文化 コミュニケー シ ョン関連 の研究 が翻
訳 され たの をきっか け として広 がった。その ため異文化 コ ミュニケー
シ ョンを行 うには英語 を用い るこ とが最 も現実 的で ある とされ 、異 文
化理解教 育 も英語理解 教育 を中心 とした ものが多か った。
一方 、国際化 が進 む につれて、異文 化 コ ミュニケー シ ョン能力 を高
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め る必要 が生 じて きた。 異文化 コ ミュニ ケー シ ョンにおけ る誤解 の原
因の一つ が情 報不足 であ る。 なぜ な らば、情報 不足 はイ メー ジの貧 困
化 を生 む か らで あ る。 ま さに、エ ジプ トと 日本 とは 、地 理 的に も遠
く、互い の文化 は異 なった もので、情報不足 が 「エ ジプ ト人 に 日本語
を教 える」 ことと 「日本 人 にアラ ビア語 を教 え る」 ことを難 しく して
いる。
本稿 では、エ ジプ ト人 日本語学 習者 と日本 人ア ラ ビア語 学習者 とを
扱 うが、 まず 、両者 は、互い の文化 の異質性 を 自覚す る必 要 があ るだ
ろ う。そ して、単語や表 現、 あい さつ の一言 に至 るまで、そ の背 景 に
あ る、考 え方 の違いや 、国民性(性 格)の 違 い も、同時に学 習す るこ
とが必要 である。
本稿 では、筆 者が 、エ ジプ ト人 に 日本語 を教 え、 日本 人 にア ラビア
語 を教 える中で見て きた、異文化 コ ミュニケーシ ョンの 中での数 例の
トラブル 、つま り、 自文化 と他文化 の違 いが基で生 じる コ ミュニケー
シ ョン障害 の具体例 を紹介 し、解決方法 を提案 したい。
2.エ ジプト人日本語学習者側の トラブル
2.1カ イロ大学文学部 日本語 日本文学科の学習者
カイ ロ大学文学部 の 日本語 日本 文学科 では、学習者 の定員 は1学 年
約20名 で、圧倒 的 に女子 学生 が多 い。 入学 の時の年齢 は16歳 か ら18歳
と幅が ある。 学習者 は 日本 語学科 に入学 してか ら初 めて 日本語 と対面
す る。筆者 はここで、1992年 か ら2005年 まで教 えていた。
2.2日 本 語 会 話 教 育
日本 語 教材 と して1年 生 と2年 生 に は 『み ん な の 日本 語 』 を使 い 、3年




日本語の会話を学習す るとき、学習者 と目標言語 との文化背景の相
違から発生 した トラブルの事例を7つ 紹介する。
① あいさつ エジプ トの気候は日本ほど変化がないためか、エジプ ト
人同士のあいさつの中には気候や季節に関する表現があま り出て来
ない。その代わ りに 「元気ですか」とい うあいさつがかな り頻繁に
使われ、これが 日本人に誤解 され る。 日本人は久 しぶ りに会った
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相手 には元気 か ど うか尋 ね るが、毎 日会 ってい る人 に、 毎回 「元
気?」 と聞 くのはおか しいので ある。 逆に 「いや な雨です ね」 とい
う表現 はエ ジプ トでは信 じられない あい さつで ある。 これ はイ スラ
ム文化 の中では雨はア ッラーか らの恵み とみな され ている し、その
上 にエ ジプ トでは砂漠化 が進 んでいて、ナイル 川が あっても雨 は貴
重な存在だか らで ある。
年 末年始 のあい さつでは、ア ラビア語 では 「よいお年 を」 と 「明
けま してお めで と うご ざい ます 」の あい さつ の 区別 が ない。 それ
ゆえエ ジプ ト人学 習者 が、年 が明 けて か ら 「よいお年 を」 とい う
あい さつ を使 うこ とが あ る。 また年が 明 ける前 で も(会 話 の終わ
りではな く)会 話 の途 中で 同 じあい さつ を使 うこ とが あるので、
日本人 との談話が 中断 され るこ とがあ る。'
② あいまい な表 現 日本語 では物事 を断る ときに、 「ち ょっ と」
とか 「いいです」 な どがよ く使 われ ている。エ ジプ ト人 にとって、
この 「ち ょっ と」 とい うフ レー ズが とても短 くて聞 き取 りづ らく、
また分 か りに くい表現で ある。 また、 「いい です 」 とい う断 りの表
現 を 「Itisgood」 、っ ま り逆 の 「よい」 とい う意味 に解釈 して しま
う。
③ 週 の初 め エ ジプ トでは週 の始 ま りは土曜 日で 、週末 は金 曜 日
である。 それ ゆえエ ジプ ト人 は 日本語 の 「今週 の土曜 日」の ことを
「来週 の土 曜 日」 と言 って しま うので ある。約 束 の 日を決 める と
き、 どれ ほ ど大変 な ことになるか想像で きるだ ろ う。
④ 呼称 エ ジ プ トと 日本 では 、人 の名前 の呼 び方 が違 うので あ
る。エ ジプ トの場合は ファース トネー ムで呼ぶ ことが普通 であ る。
それ ゆえエ ジプ ト人が 目上の相手 に対 して もフ ァー ス トネ ームで呼
ぶ こ とが あるが、それ を 日本人 は失礼だ と誤解す る。
⑤ 「お めで と う」 エ ジプ トで は 「お めで と う」 とい う言葉 がよ
く使われ る。 ア ラビア語 では 「マブルー ク」 とい う。例 えば、相手
が小 さな ものを買った場合 で も 「おめで と う」 の言葉 が言 われ る。
も しエ ジプ ト人 がエジプ トの 「お めで と う」のっ も りで 「お めで と
う」 と言 うと日本人 には不 自然 に聞 こえると考え られ る。
⑥ 「頑張 って」 筆者 が実際 に次 の よ うな 出来 事 に直 面 した こ と
が あ る。入 院 してい て これ か ら流産 にな る 日本 人 のあ る患者 に、
日本語 で 「頑張 って くだ さい」 と言 った とき、そ の患者 が 「何 を
頑 張 るの。 流産す るこ とに頑 張 るの」 と言 って怒 り出 し、大騒 ぎ
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になっ た。 その とき筆者 以外 は全員 が 日本人 で、全員 が その患者
を見つ めてい るだけで何 も言 わな かった。エ ジプ ト人 の場合 は、
大 変な ときに黙 ってい る と非 常識 で、冷たい 人間だ と思 われ るの
で、必ず何 か励 ま しの言 葉 を言 う。 その よ うな時 にエ ジプ ト人 日
本語 学習者 は、ひ とつ の表現 と して 「頑張 って くだ さい 」 をよ く
使 うの で ある。 しか し日本語 の 「頑 張って くだ さい」 の使 い方 は
ア ラ ビア語 と違 ってい て、そ のま ま 日本語 に置 き換 えよ うとす る
と誤解 を招 く。 この例 は、異 文化 コ ミュニケー シ ョンを円滑 に行
うには異文化 に対 す る理 解 がな けれ ばな らない こ とを教 えて くれ
るだろ う。
⑦ 兄弟の数 も しエジプ ト人 に 「兄弟は何 人です か」 と聞 くと、 日
本 人 とは異な り、 自分 を入 れないで数 える。 このこ ともエジプ ト人
日本語学習者 に影響 を及 ぼす。
2.4考 え られる解決方法
カイ ロ大学 では、文化 の違 い によって発生す る誤解 を少 な くす るた
め に次の よ うなス トラテ ジー を使用 した。
第 一 に、 学習 す る表現 の文 化 的 背景 を同時 にで き るだ け教 える こ
と、第 二 に、教科書 の 日本語 だ けに頼 って しま うので はな く、 実際に
日本 語 が使 われ て い る生 の 日本 語 の 資料 を学習 者 に見せ る こ とで あ
る。 カイ ロ大学 では、宮崎駿 監督 に よるア ニメー シ ョン映画や 『サザ
エ さん』 、NHKの 連続 ドラマ 『すず らん』 な どを見せ た りした。つ ま
り、異 文化 に接す ることに よって い ろい ろな表 現や ものの考 え方 が違





年齢は18歳 か、それより1、2歳 上である。 この人数はカイロ大学 日本
語学科の毎年の新入生とほぼ同 じである。
3.2ア ラビア語会話教育
東京 外 国語 大学で は、 ア ラビア語 の会話授 業の レベル を1か ら4ま
で設定 してお り、筆者 と、シ リア人の非 常勤講師 が担 当 してい る。前
期(4月 ～7月)に は、筆者 が レベル2を 担 当 し、後期(10,月 ～2,月)に
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は、筆者 は レベル1と3を 担 当 してい る。
筆者が担 当 してい る会話 クラスでは ■1一働 α訪 声 拓b11〃〃201一
距 訪 勿ノ♂、E1一 α7功り・αB砂 ηα 珍4の'んo,2、ル αわ∫c3や日本で 出版 され た
『こ うすれ ば話 せ るアラ ビア語 』4と い う教材 を使 い、 また話題(ト ピ
ック)を 決 めて語 彙 リス トを学習者 に配 って、ア ラ ビア語 で発表 を し
て も ら うことも してい る。 そ して担 当 してい るす べて のク ラスで、で
き るだ けア ラビア語 の発音 を練 習 させ た り、 アラブ ・イ ス ラム文化 に
つ いて紹介 した りしてい る。
3.3日 本人の性格 により発 生する トラブルの紹介
エ ジプ ト出身 の教 師 として 日本 人学習者 の性格 について気 づいた こ
と、また担 当 してい る会話 クラスの様子 について述 べてみ よ う。 これ
については、Hanan2006で 同様 の分析 を行 ってい るが、再検討 してみ
よ う。
① 辞書 授業 中に 日本人学習者 は辞書 を使 いす ぎる。新 しい単語や
表現 の意 味 を、筆者が教 えて も、必ず辞書 を引 く学習者 がい る。お
そ らくエ ジプ ト人学習者 の場合 には、こ うい うこ とは考 え られ ない
だ ろ う。 日本 人学習者はネイテ ィブ の教師 よ りも辞書 の方 を信用 し
てい るのだろ うか。 この行動 は授 業 の時間 を無駄 に しているのでは
ないか と感 じさせ られ る。
② 失敗 を恐 れ る も とも とネ イテ ィブス ピー カーで はないの だか
ら、失 敗 して 当然 なのだが、 日本人 は非常に失敗 を恐れ る。授業 中
に積極 的 に手 を上 げた り、質 問 した りす る学 習者 が ほ とん どい な
い。逆 に、授業 が終 わった後 に、質 問す る学習者 が大勢い る。その
とき筆者 は学習者 に、あなた と同 じように疑 問に思ってい る学生が
ほかにい るか も しれ ないか ら、次 回か らは授業 中に皆 の前で聞いて
くだ さい と注意す る。
③ 内気 な性 格 日本人学 習者 の何 人か は 「日本 語 で も会話す るの




07α わかo君 の ノηα 】晦∂妙 訛α,PartOne,SaudiArabia:ArabicfbrAll.
3JackSmartandFrancesAltorfbr,々αわ'c,:London:TeachYburselfBooks,2001.
4奴 田 原 睦 明 、 榮 谷 温 子 【共 著 】 、 『こ う す れ ば 話 せ るCDア ラ ビ ア 語 』、
朝 日 出 版 社
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はあま り得意ではない」 と言 う。このことはエジプ ト人に 日本語 を
教えた14年 間の経験の中では経験 したことがなかった。内気な性格
の学習者の場合、なかなか発話 しない し、コミュニケーシ ョンもし
ないわけだか ら、外国語会話能力をどのようにして高めればよいの
か教師が頭を悩ませ る問題の一つである。






⑤ 消極的 エジプ ト人の場合は、もし大学な どで 日本人を見かけ
たら積極的に日本語で声をかけると思 う。クラスで習った外国語を
生かしてみたい気持ちがあるからだろ う。おそ らく、一般的に言 う
とエジプ ト人は外国人に昔から慣れていて怖が らないか らかも知れ
ない。一方、日本人にはそのような傾向があま りみ られない。大学
の中でアラブ人留学生を見かけてもあま り声をかけない と思 う。お
そらく外国人に話 しかけるのを怖がっているからだといえる。
3.4文 化 の違 いによる トラブル の事例の紹介
日本人 にア ラ ビア語 の会話 を教 えて いる ときに気 付い た、文化の違
いに よって発生す る トラブル の事例 を七つ紹介す る。
① イ スラムに関す る表現 ア ラ ビア語 で は、 イス ラム文化 と係 わ
っている表現 が よく使 われ る。 た とえば、 「ア ッラー のお かげで」
や 「ア ッラー に感謝 してい ます」(al-hamdlil-lah)な どの表現 であ
る。 しか し、 日本 人がア ラビア語 を話 す とき、 これ らの表現 がなか
なか出て こない.そ の理 由を、学生に聞 く と 「イ スラム教徒 ではな
いのに これ らの表現 を使 って もいいのか」 と答 える ことが多い。 日
本 人の認識 では、イス ラム教徒で はない場合 には、モ ス クを訪 ねた
り、イス ラム的な表現 を使 った りして はい けない よ うだ。 しか し、
イスラムに関係 す る表現 をあま り使わ ないの は、ア ラビア語 として
は少 し不 自然 な感 じがす る。
② 親戚 の呼称 日本人 が親戚 に関す るア ラ ビア語表 現 を間違 え、
エジプ ト人 として は違和感 を覚 えるこ とがよ くあ る。例 えば、 自分
の母 について話 す 中で登場 して きた姉妹 のこ とを 「母 の娘」 と言 っ
た り、結局は 自分 の親戚 でもあるのに 「お婆 さんの親 戚」 と言 った
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りす る。 アラブでは 自分の母親 が再婚 して子供 を生 んでも、生 まれ
てきた子 に対 して妹 とか弟 とい う言葉 を使い 、 自分 のお婆 さんの遠
い親戚 に対 しても親戚 と使 う。
③ タブー 日本 人 は、エ ジプ ト人(ア ラブに共通す るか も知れ な
い)に とって タブ ー であ る男女 関係 の話題 につ い て、平気 で話せ
る。それ ゆえ 「日本人 はモ ラール(道 徳)が な くて恥知 らず 」 とエ
ジプ ト人 に誤解 され る と考 え られ る。
④ 週 の始 ま り エ ジプ ト人側 の トラブル の項 で も述べ た よ うに、
エ ジプ トでは週の始ま りは土曜 日で、週末 は金曜 日である。 日本人
もエ ジプ ト人 と同 じよ うに、週の始ま りと週末 の言 い方 を間違 え る
こ とが ある。
⑤ 呼称 これ も、エ ジプ ト人側 の トラブル の項 で述 べた よ うに、
エ ジプ トと 日本で は人 の名前の呼び方 が異 なってお り、エ ジプ トの
場合 はフ ァース トネー ムで呼ぶ ことが普通 である。 この ことも 日本
人学習者 に影 響 を及ぼ してい る。例 えば、筆者 の正 式名 、ハ ナー ン
・ラフ ィー ク のラ フィー クは父の名 で ある が、 これ を姓 と誤解 し
て、 日本 では筆者 のこ とを父の名 前か祖父 の名前 で呼ぶ のである。
筆者 はエ ジプ トで は男性の名 前で呼 ばれた こ とがないので、最初 は
自分 が呼ばれてい るこ とに気がつか なかった。相手 国での名 前の呼
び方 につ いて も学習者 に教 える必要 がある と思 う。
⑥ 日本語 特有 の表現 日本人 が、 日本語 の あい まいな言 い まわ し
や 、省 略 されてい る返事の仕方 を、そ のままアラ ビア語 で も表 現 し
よ うとす ると、誤解 され る恐れが ある。つ ま り、 日本人 が、ア ラビ
ア語 で もあいまい な言 い方 を しよ うと考 えて しま うことで、ア ラブ
人 に誤解 され る。
⑦ 兄弟 の数 え方 これ も先 ほ ど述 べ た よ うに、エ ジプ トと日本 で
は兄弟 の数 え方 が違 ってい て、 この ことも日本 人学習者 に影響 を及
ぼ してい る。
3.5考 え られ る解決方法
上記 の よ うな トラブルの、総合 的な解決方 法 として 「ビジ ター ・セ
ッシ ョン」 を考 えた。 ビジ ター ・セ ッシ ョンとは、教 室 に、教 師以外
に母語話者 の 「ビジター」 を招 き、学習者 に言語 を使 用 させ る ことを
目的 とした一っ のアクテ ィ ビテ ィーであ る(横 須2003)。
東 京外 国語 大学 におい て も、 日本 人 ア ラ ビア語 学習 者 に刺激 を与
え、会話 能力 を 向上 させ る 目的 で ビジター ・セ ッシ ョンを何 回か実施
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した。 これについての報告はHanan2006で 行 ってい るが、再検討 した
ものを述べてみ よ う。
ビジ ター ・セ ッシ ョンの あ と、学 生の レポー トを読む と、セ ッシ ョ
ンに よる影響 は大 き く、セ ッシ ョンが言 語 の面 だ けではな く相 手の文
化理解 に も役 に立 った こ とが判 明 した。 例 えば、 ある学習者 は 「ア ラ
ビア語 以外 で改 めて実感 した こ とがあ る。 きれ い ごとか も しれ ない け
ど、それ は、宗教 とか国 とか違 って もみ んな同 じ若者 で、 同 じ人間 だ
とい うこ とであ る。宗 教、文化 、国際 関係 な どにつ いて勉 強す るこ と
は とて も重要な こ とであ るが、それ以前 に、私 は、文化や 宗教 とか細
かい こ とは関係 な く、た だ単に皆 と仲 良 くしたい と思 うので ある。 」
と書いていた。
次 に、 ビジター ・セ ッシ ョンを実施 した こ とに よって現 れた成果 を
簡単 にま とめ る。
① 日本 人学習者 は 自分 の問題点 を 自覚 した。 自分 の 「語 彙不足 ・会
話力不足」な どについ て 自覚 して反省 し、解決 方法 を考 えて 自分で
計画 を立てた。 また、セ ッシ ョンの前、特 に1年 生 の学習者 の中に
はア ラブ人の ビジター に何 の質 問をすれ ば良いのか分か らない様子
を見せ た者 もいた。 しか し、その学生がセ ッシ ョンの後で は 「今度
この質 問を したいか ら、 この表 現 を教 えてほ しい」 とか 「～ の場合
の表現 は何 か」 とか 「～音の発 音 をも う一回練習 したい」 な どの積
極 的な質 問が くるよ うになった。
② 日本 人学習者 は コ ミュニケー シ ョンを上手 に とるためには 「怖 が
らず 、あま り細かい ところには こだわ らず、間違 って もいいか ら話
そ う」 とす る態度が重要だ と気づいた。例 えば、ある学 習者 が 「ビ
ジターの話 を全部 しっか り聞き取れたわ けで はなかったけれ ど、あ
ま り細かい ところにはこだ わ らないよ うに した ら話題 についてい く
ことが 出来て、 また グルー プ全員 で会話 に参加 し、会話 をどん どん
つなげてい くことがで きた。 」 と書いて くれ た。
③ セ ッシ ョンを通 して学習者 の問 にイ スラム に対 しての興 味がわい
てきた よ うで ある。彼 らは異文化理解 に必 要な第一歩 を踏み 出 した
ので はない か と考 えられ る。 あ る学習者 は 「今 回 のセ ッシ ョンを通
じて様 々なアラブへの疑問が解 消 され るとともに、新 たな疑 問も見
っかった。」 とレポー トに書いていた。
④ 日本 人学習者 は 「自分 の文化」 、即ち 「日本 の文化」 の 良さに気
がつ いた。 またア ラビア語で 日本 を紹介 したい と思 う学習者 が大勢
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いた。例 えばあ る学習者 は 「日本人な のに 日本 の ことをあま り知 ら
ない と思った。 海外 でも 日本の こ とを正 しく伝 えて理解 して も らう
ことが大事だ と思 うので、 日本 について よ く知 り、それ をア ラビア
語 で説 明でき るよ うになれればいい と思 う。」 とレポー トに書いて
い る。
⑤ セ ッシ ョンの実施 が学習者 にマ イナスの影響 は与 えなか った とい
え る。セ ッシ ョンがアラ ビア語 の勉強の励み になったのではないで
だろ うか。例 えば、 ある学習者が 「恥ずか しくて くや しい思 いがで
きたの も、私 に とって はいい薬だ ったか も しれ ない。 」 と書 いてい
る。
以上 はセ ッシ ョンの成果 の簡単 なま とめで あ る。次 に、今、直 面 し
てい る セ ッシ ョンの実施 に対 しての問題点 を説 明す る。
① 日本人 学習者 の レポー トを読 んで、 日本人側 は ビジターの年齢 に
かな りこだわってい るこ とが分か った。つ ま り 日本人 に とっては同
じ年齢 の ビジター の方 が話 しやすい らしい。考 えてみ る と、 日本人
はエ ジプ ト人 と違 って、年上の人 とも年 下の人 ともあま り友達 の関
係 になれ ない。 ビジター の年齢の条件 を満たす には、アラブ人 留学
生 に頼 らざるを得 な くなる。
② 東 京 外 国語 大学 の予算 の 関係 でア ラブ人 留 学 生の 人数 が減 少 し
た。 それ ゆえセ ッシ ョンに参加 して くれ るビジター を見つ ける こと
が さらに難 しくな り、 ビジター を選ぶ余地 もな くなっている。 また
ビジターへの謝金 の予算 にも問題が生 じてい る。
③ セ ッシ ョンは学 生 自身 に よる事前 の準備 が必 要 である。 も し学習
者がそ の準備 に積 極的 に取 り組んでいない と、折角 のセ ッシ ョンが
台無 しになって しま う。
4.エ ジプ ト人日本語学習者と日本人アラビア語学習者の共通点






ま り、 日常的に目標言語が使える環境が整っていない。 したがって、
学習者は目標言語を教室以外では使えず、この言語は授業中だけの言
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語 にな ってい る。 この よ うに 目標 言語 の輪 が狭い た めに、 学習者 が、
せ っか く習 った言語 を実践 的に使 う機会 がほ とん どない ので ある。 ま
た、 この ことによって 日本 または アラブの国 と縁 を持つ こ とは な く、
日本 またはア ラブ の国の生活や 文化 に対す る興味 を保 ち続 け られ ない
とい う状況 に陥る危険性 がある。
5.結 論
外 国語教育 において言語 技能 を高め るた めには、異文化 コ ミュニケ
ー シ ョン能 力 を高 め るこ とが求 め られ る。 異文化 コ ミュニケー シ ョン
につい て伊原(1993:5)は 「異文化 問 コミュニケー シ ョンはま さしく
文化 の違いが意 味を もつ とい う大 前提 に立 ってい る。従 っ て、異 文化
間;コミュニケー シ ョンを円滑 にす るには、 コ ミュニ ケー シ ョンを行 う
双方 が、 自他 の背 景 にあ る文化 固有の物の見方 、風俗習慣 、行動様 式
等 を理 解 し合 うことが ど うして も不可欠 とい うこ とにな る。」 と述べ
てい る。本事例 に即 して言 えば、 「エジプ ト人 に 日本語 の会話 を教 え
る」 とき と 「日本 人 にア ラビア語 の会話 を教 え る」 ときに 、学 習者 に
目標言 語 の文化 的背景 を紹 介す る必要が ある とい うこ とで ある。 言語
の文化 的背景 を紹介す るに は学習者 には生 の資 料 を見せ た り、 目標 言
語 の母 語話者 との接触場 面 を作 った り、 クラスで 出てきた表現 の文化
的背 景 をで き るだ け教 え るこ とが確 か に役 に立つ。 そ して 、 これ らの
手段 の 中で最 も効果 的なのが 、 「接触場面」 、つ ま り 「ビジター ・セ
ッシ ョン」 であ ろ う。 なぜ な らば、 ビジター ・セ ッシ ョンでは学習者
に直接 的 な言語使 用 を体験 させ るこ とで、言語 教育 の面で役 立つだ け
ではな く、異文化 も直接体験で きるか らであ る。
ホール(1993)は 、他文化 こそ が 自文化 の評価 基盤 として機 能す る
ので、他文化 の論理 の枠組 み の正 当性 を認識 して初 めて 自文化 を本 当
に理解 す るので ある と言 ってい る。 ビジター ・セ ッシ ョンに よって 、
学習者 は他文 化 に気 づ くだ けではな く、 自文化 の 良 さにも気 がつ くこ
とも確 かである(Hanan2006)。
学習者 の誤 用 は母語 の影響 に よるだ けでな く、 学習者 が習得 した 目
標言 語体 系は、学習者 が独 自に作 り出 した もので 、そ こに母語の影響
はな い とも言 われ る(迫 田2001)。 また 、教師 に よる教 え方や 説 明
の仕 方 が原 因で ある場 合や 、学習者 自身 に よる推 測の誤 りもある(小
林2001)。 ただ、誤 用の要 因は さま ざまだ と して も、学習者 の 目標言
語 に は、母語 の影響 が明 らかに見て取 られ るものが ある ことは否定 で
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きない(Lado1957、 椙本2005ほ か)。 今 回の 「エ ジプ ト人 日本語 学習
者」 と 「日本人 ア ラ ビア語学習者 」の 目標言 語の会話 習得 の場合 も 自
文化背景が影響 してい る と考 え られ る。
エ ジプ トをは じめ中東文化 圏 と 日本の文化 圏 は、欧米 の文化 圏 と異
な り、学習者 にまず相 手の文化 圏の異質 さ と、そ の学習 の難 しさを認
識 させ る必要 があ る。 また 中東 と 日本 とは、 地理 的に も遠 く、学習者
に 目標 言語の使用 され る輪が狭 い。 この輪 の狭 さが 「エ ジプ ト人 に 日
本語 を教 える」 こと と 「日本人 にア ラビア語 を教 え る」 こ とを難 しく
して い る。 日本語 会話教 育上 の問題 点 とア ラ ビア語 の会話 の教育 上の
問題点 の大部分 は、 目標 言語 の輪 を広 げ るこ とに よって解決 でき ると
考 えられ る。 これ らのた めに、 ビジ ター ・セ ッシ ョンが有 効であ る。
今後 、望まれ るこ とは、 目標言語 の輪 を広 げ るために接触場 面 をも
っ と増や して学習者 に とって の ビジ ター ・セ ッシ ョンの大切 さを理 解
して も らい、 ビジター ・セ ッシ ョンをよ り多 く実現 でき るよ うに、予算
も含 めて、条件 を整 え るよ うにしてい くこ とだ と思 う。
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